
(２) 野 菜

本県における野菜の生産は、亜熱帯の温暖な気候を活かした生産振興により、冬春期の

さやいんげんやゴーヤーを中心とした県内外消費地への供給産地となっている。

平成28年の野菜産出額は144億円で農業産出額の14.0％を占めており、作付面積が2,840

ha、収穫量が58,000トンとなっている。

近年の生産動向として、トマト、オクラ、かぼちゃ、きゅうり、にんじん等の生産が伸

びている。特に、かぼちゃは消費者の安全・安心志向による国産需要の増加で生産が伸び

ており、離島地域を中心に産地が育成されている。離島地域においては、平成25年度の竹

富町に続き、平成26年度は新たに北大東村がかぼちゃの拠点産地として認定され、今後の

生産振興が期待される。
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ゴーヤーは、本県の野菜生産における主要品目であり、

沖縄県農業研究センターにおける優良品種の育成、栽培施

設の整備、栽培技術指導、消費拡大対策等により生産拡大

されてきた。

平成28年は、産出額が15億円、収穫量が8,492トンとなっ

ている。
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本県の花き生産は、冬春期の温暖な気象条件を活かし、生産農家や出荷団体等の意欲的

な取組と産地育成のための各種施設整備等を行ってきたことにより、拠点産地の形成も進

み、きくを中心に着実に増加してきた。

平成28年の産出額は、101億円で農業産出額の10％を占めており、作付面積は892ha、出

荷量は切花類300百万本、鉢物類34万鉢となっている。

消費拡大対策として、販売促進キャンペーンや各種展示会・フラワーアレンジ教室等を

開催している。
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(４) 果 樹（パインアップルを除く）

、 、 、本県の果樹は 初春のタンカンを皮切りに 夏場にはリゾート沖縄を象徴するマンゴー

８月中旬から全国に先がけて青切りの温州みかんが生産されている。

パインアップルを除く平成28年の産出額は44億円で、主な品目の生産量は、マンゴー

1,296トン、タンカン1,130トン、シークヮーサー3,058トン、みかん305トンとなった。
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(５) パインアップル

パインアップルは、本県特産の果実として本島北部や八重山などの酸性土壌地域で栽培

されている。

平成28年は、産出額13億円、栽培面積538ha、収穫量7,770トンとなっている。

、 、パインアップルの生産供給体制を強化するため 優良品種の普及等によるブランド構築

生食用と加工原料用生産のバランスのとれた生産体制の確立、ハウス導入による品質向上

と出荷期間の拡大、機械化の推進による労力の軽減を図る。
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(６) 葉たばこ

葉たばこは、さとうきびの複合作物として、宮古、八重山、伊江などの離島地域及び

本島南部を中心に生産が行われ、地域の重要な作物として生産されている。

平成30年は、収穫面積874ha、収穫量2,097トンとなった。
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(７) 水 稲

本県の水稲は、本島北部離島や八重山地域を中心に生産されており、当該地域における

重要な作物となっている。

平成30年は、作付面積716ha、収穫量2,210トンとなっており、そのうち一期作が作付面

積527ha、収穫量1,920トン、二期作が作付面積189ha、収穫量285トンとなった。
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(８) かんしょ

本県のかんしょ生産は、平成29年産で作付面積281ha、収穫量3,820トンとなっており、

青果用や加工用に出荷・利用されている。

県内の拠点産地としては、読谷村、今帰仁村、八重瀬町具志頭、うるま市、久米島町、

石垣市が認定されている。
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(９) 薬用作物

本県の薬用作物は、ウコン類、アロエベラ、クミスクチン、グァバ等が栽培され、お茶

や健康食品として加工・販売されている。

県内の拠点産地として、名護市(ウコン)、南城市佐敷(薬用作物)、うるま市具志川(

グァバ(茶))、与那国町(ボタンボウフウ)が認定されている。
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(10) 茶

茶は、主に沖縄本島中北部の山間傾斜地で栽培され、温暖な気象条件のもと、一番茶が

他府県より１か月早く収穫できる有利な条件にあり、地域特産物として生産・加工が行わ

れている。
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(11) 肉用牛�
本県は、平成 29年の子牛生産頭数が 30,157頭、家畜市場での取引頭数は 24,512頭で

全国第 4 位の子牛生産地となっており、肥育牛においても「石垣牛」等の肥育牛が「お

きなわブランド」として、国内外で評価が定着してきている。 

平成 29年度の肉用牛産出額は、過去最高の 228億円となり畜産産出額の約半数を占め

県内畜産のリーディング産業となっている。 

さらに、平成 30年度には、うるま市が県内 8番目の肉用牛（子牛）拠点産地として認

定され、出荷子牛の資質向上や生産頭数の増加に向けて、他の産地と切磋琢磨し産地の

強化を取り組んでいる。  
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(12) 酪 農�
本県の酪農は、県内市場への県産生乳の供給や学校給食への生乳供給によって、県民

の健康増進に大きく寄与している。�
一方、担い手不足、育成牛や飼料価格の高騰等によって、飼養戸数、頭数ともに減少

傾向にある。安定的な生乳生産を図るため、自家育成等の推進や自給飼料の増産等によ

る生産コスト低減に努めている。� 
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